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校外進路研修 ２年生 ６月23日(火)  

21HR 山田 萌愛（下田中） 

  私はアイリスオーヤマへの校外研修で、稲取高校の卒業生である先輩のお話を聞けたこ
とが一番印象に残っています。高校生のうちに、分からないことを周りの人に聞く力や、コ
ミュニケーション能力を身につけておくことが大切だということを学びました。私は卒業後
に進学する予定なので、先輩から聞いたことを今後の生活にしっかり生かしていきたいと思
います。  

22HR 名城 廉 （河津中） 

 私は進路研修で、沼津情報・ビジネス専門学校とアイリスオーヤマの工場見学に行きまし
た。専門学校では、コンピュータ科やこども保育科などさまざまな分野があり、施設も広
く、とても充実していると感じました。アイリスオーヤマでは、飲料水の製造工程を見学
し、ペットボトルがどのようにして普段手に取っている形になるのかを知ることができ、と
ても面白かったです。 

 ２年生を対象に校外進路研修を実施しました。この進路研修は、

高校卒業後の進路目標を見定めることを目標に、大学進学希望者は

神奈川工科大学へ、専門学校進学・就職希望者はアイリスオーヤ

マ、沼津情報・ビジネス専門学校へ行き、授業体験や校内見学をし

ました。 

23HR 野田 銀壱 （稲取中） 

 私は校外学習で神奈川工科大学に行きました。理系の大学に行くのは今回が初めてで、最
新の設備や充実した施設を見て、とても興味がわきました。また、大学では自分が受けたい
授業を選択して学ぶことが大変印象に残りました。今回の校外学習を通して、進路について
考える良いきっかけになり、目標に向けて今後の勉強を頑張ろうと思いました。  

交通安全教室  ６月17日(水)  

 交通ルールや危険予測を理解し、安全に行動できる判断力
と実践力を身につけるため、交通安全教室を実施しました。
今年度は、トラック協会がスタントチームに依頼し、事故の
再現を行っていただき、交通ルールの大切さをより深く理解
する貴重な機会となりました。    

31HR 金崎 亜美 （下田中） 

 今回の交通安全教室では、交通ルールは私たちが生活していく上で絶対に関わるものであ
り、全員がルールを守らなければいけないと感じました。１人がルールを守っていても、他
の人が守らなければ意味が無くなってしまいます。自動車や自転車を利用する際は、自分だ
けでなく他の人の命も預かっていると思いながら気を付けて利用したいと思いました。  



全国大会出場決定！  里見さん・望月さん・遠山さん 

31HR 里見 伊織 （下田中） 陸上部 走高跳 

  全国大会への出場を決めることができて、本当に嬉しいです。ここまで支えてくださっ
た先生方や家族、そして仲間への感謝の気持ちでいっぱいです。苦しい練習や、思うように
結果が出ない時期もありましたが、諦めずに努力を続けてきて良かったと感じています。全
国大会では、自分らしい跳躍をして、自己ベストの更新を目指して全力で頑張ります。  

32HR 望月 成 （下田中） レスリング部 71㎏級 

 今回の全国大会予選では、自分の得意な投げ技を中心に攻めることができ、無失点で勝ち
切ることができました。新しい技も成功し、我ながら満足できる試合内容だったと思いま
す。去年の全国大会では、初戦でアジア大会出場経験者と対戦し、見事に完敗しました。今
年の全国大会では初戦突破を目指して、残りの期間も全力で練習していきます。 

 里見伊織さん（陸上部）が東海大会の女子走高跳で準優勝し、2年連続全国高校総体へ出場し

ます。また、望月成さん（レスリング部）が、グレコローマン71㎏級で優勝し全国高校生レス

リング選手権に出場。遠山花恵さんが空手道形の部で６位に入賞し全国大会へ出場します。 

31HR 遠山 花恵 （下田中） 空手道 形の部 

 私は全国大会への出場を決めることができ、とても嬉しかったです。一昨年の県大会では
8位でギリギリ出場を決め、昨年は一つ順位を上げて7位で出場することができました。今
年は、これまでの2年間の反省を生かし、いつも以上に真剣に練習に取り組んできました。
本番では納得のいく形はできませんでしたが、結果として6位で全国大会への出場を決める
ことができました。今回が最後の全国大会になるので、悔いの残らないよう全力で頑張りた
いです。 

１年「自己探究」フィールドワーク ６月18日(木)  

11HR 桑原 駿輔 （稲取中） 

 私は校外学習で「ようよう」へ行き色々なことを学びました。一番印象に残ったことは、
名前の由来です。子供や大人、観光客や地元の人が軽く手を挙げて「よう！」とあいさつが
できるようにという意味が名前に込められていることを知りました。ただの待合室ではなく
て、地域の人や観光客が気軽に利用できる場所になっていると感じました。また、みんなが
利用しやすいように工夫されていて、勉強ができるスペースなどもありました。「ようよ
う」には、利用する人々への思いや願いが込められていることを学びました。  

12HR 五十嵐 紗羅  （河津中） 

 フィールドワークでは、白田のコーヒー店を訪問し、お話を伺いました。お店を始めた
きっかけや仕事に対する思い、日々大切にしていることなどを聞く中で、働くことへの考え
方や将来の目標について深く考えることができました。今回のフィールドワークを通して自
分の興味や得意なことを生かした将来像について考えるきっかけとなり、進路についての視
野も広がりました。普段の授業だけでは得られない貴重な学びとなり、自分自身を見つめ直
す良い機会になりました。   

 6月18日（木）、地域で探究心を持って事業を営んだり、活動したりする人から直接体験や

思いを聞き、自分の進路や生き方について考えました。 


